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村のようす

(54年11月1日現在〉

1;491戸一(+ω1)
7，394人 (+15)
3，666人(+5) 
3，728人 (+10)

数

口
帯

男

女

壮

大

村
主
催
に
よ
る
肉
用
牛
和
牛
共
進
会
が
、
十

月
二
十
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
須
釜
農
協
、
駐

車
場
で
関
ら
か
れ
ま
し
た
。

よ
し
子
号

第

2
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

嵐

" 

景

共

進

会

" 

こ
の
共
進
会
は
、
本
村
め
い肉
用
和

牛
の
資
質
め
向
'上
と
飼
育
技
術
の
改

善
に
よ
均
一吋
畜
産
振
興
を
図
る
た
め

開
ドり
か
れ
た
殺
り
で
す
ゆ

共
進
会
犯
は
一
村
内
和
牛
飼
育
畜
産

農
家
か
ら
四
千
頭
が
い出
陳
‘3
れ
~
い

づ
れ
も
、飼
育
d

管
理
の
行
，き
と
五
〔い
た

見
事
な
&ーば
か
り
で
、
飼
育
農
家
の

熱
心
3
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ふく子号第1部チャンピオンA 

な
お
、
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま

す。〈
次
の
ベ

i
ヂ
を
ご
覧
下
さ
い
。
〉
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優

等

榊

枝

金

徳

(

よ

し

子

号

〉

④

第

三

部

一
等
榊
枝
t

金
徳
(
い
わ
よ
じ
号
〉
(
生
後
二
十
三
ヶ
月
以
上
〉

一

等

喜

一一一一
u

議
銭
安

L)
優
等
瀬
谷
吉
定
ハ
第
六
は
る

一
等
渡
辺
光
秋
ハ
ほ
た
か
五
号
〉

二

等

石

森
ト
藤
重
(
さ
わ
や
ま
十
号
)

二
等
増
子
九州一
一h
v
悟
斤
ほ
う
一ね
ん
一号
〉
一
等
草
野
利
房
ハ
は
な
子
=
一
号
〉

二

等

石

森
一一
i

，山
博
ハ
ナ
ず
た
ま
四
号
〉
二
等
大
越
士
ロ
男
。
一
小
ね
な
り
四
号
〉

二
等
草
野
藤
七
円
は
な
も
り
二
号
〉

三

等

石

森
…
一徳
助
民
か
ね一み
，号
)

r
p

三
等
大
木
武
義
〈
み
つ
ほ
号
)

三

等

矢

野
h

蚕
一一口J
ハ
あ
ざ
一
士
一
二
号
V

三

等

佐

藤

mB郎
J

一J
一六
ゅ
う
ζ

号
〉
一
ニ
等
須
藤
清
首
一
一
(
胡
か
ふ
み
ち

第

五

日

臨

時

会

が

去

る

十

一

月

二

十

者

小

林

建

設

f

f

事

♂
延
袋
一原
一五
O
米
、
一
、
七

O
九

三

日

聞

か

れ

、

工

事

請

負

契

約

の

変

党

③

山

小

昼

宗
挺
JY
下
地
内

道
路
改
良

ぷ万、

4
清
食
者
鈴
木
建
設

な

ど

議

案

三

件

提

出

さ

れ

ま

し

た

が

工

事

、

延

長

コ

一

九

G
米
、
一
、
♂
八

五

⑤

吉

宇
ま
ュ
一
人
地
内
舗
装
新
設
工
事

全
議
案
原
案
ど
お
グ
可

決

さ

れ

ま

し

五

万

バ
請
負
者
熊
田
建
設

ご
延
長
，四
四
。
米
、
八
四
五
万
、
請
負

た
o

-

③
四
P

辻
新
酒
字
弥
左
衛
門
平
地
内
道
者
紛
渡
辺
組
，

路
舗
装
エ
事
、
延
長
三
ニ

O
米
、
入
⑦
北
須
釜
字
下
舘
石
地
内
道
路
改
良

。

七

万

、

請

負

者

岩

谷

建

設

工

事

、

延

長

一

O
O米
、
二
九
五
万

⑤
南
須
釜
字
南
宿
地
内
農
道
改
良
主
請
負
者
小
林
建
設

十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
一一つ
ぐ
ら
れ
た
福
助
菊

が
、
自
分
達
の
教
室
の
廊
下
に
飾
ら
れ

見
事
な
色
あ
い
を
見
せ
て
居
り
ま
す
。

ρ
関
探
線
維
校
長
は
、
立
派
な
品
、の
あ

る
r
人
間
一区
脊
七
る
た
め
に
こ
の
菊
づ
く

り
運
動
を
今
後
も
つ
づ
け
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

【
表
紙
参
照
記
事
〕

⑥
第
一
部(
生
後
十
四
ヶ
月

1
十
八
ヶ
月
〉

優
等
大
野
吉
孝
ハ
ふ
く
子
号
〉

一
等
石
井
周
太
郎
〈
ふ
じ
ひ
め
号
〉

ニ
等
石
森
清
之
(
か
ね
こ
号
〉

三
等
榊
枝
定
一
ハ
き
だ
み
つ
一
二
号
)

④
第
二
部

ハ
生
後
十
九
ヶ
月

1
二
十
二
ヶ
月
〉

企
議
案
第
四
十
号
民
有
林
林
道
開
設

事
業
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
ν

(
工
事
の
場
所
天
宇
北
須
釜
字
懸

金
沢
地
内
)

A
議
案
第
四
十
一
号
玉
川
村
立
す
が

ま
幼
稚
園
新
築
エ
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ

ν花

〈
工
事
、の
場
所
三
犬
字
南
須
釜
字
西

ケ
作
地
内
)~
ト

こ
の
二
件
の
契
約
変
更
は
天
候
不

順
ハ
長
雨
γ
等
ぐの
だ
め
当
初
予
定
の

工
事
、
よ
いり
遅
いれ
を
来
た
し
て
お
る
た

め
工
期
の
延
長
の
変
更
で
あ
り
ま

す。

A
議
案
第
四
十
二
号
青
井
沢
林
道
の

併
用
林
道
設
定
に
つ
い
て

大
字
四
辻
新
田
字
東
野
地
内
の
青
井

沢
林
道
の
改
良
ハ
拡
幅
〉
す
る
に
あ

た
り
併
用
部
分
百
七
十
米
を
林
道
に

認
定
し
将
来
改
良
計
画
を
施
行
し
併

用
林
道
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
あ
、

り
ま
す
。

一
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
通
算
老

一
齢
年
金
を
含
む
〉
は
、
六
十
五
歳
か

で
ち
支
給
さ
れ
ま
す
。

F

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を

…
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
六

一
十
四
歳
ま
で
の
間
な
ら
、
い
つ
で
も

田
希
望
す
る
と
き
か
ら
繰
り
上
げ
て
支

一
給
を
受
け
る
道
が
聞
か
れ
℃
い
ま

一
す
。

一
け
れ
ど
も
、
ぞ
の
年
金
額
は
、
本

一
来
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
額
に
く
ら

一
ベ
て
最
低
一一
一
%
が
ち
最
高
四
二
%

一
も
減
額
さ
れ
ま
す
J

去
の
減
額
は
生

一
涯
続
き
ま
す
し
、
一
た
ん
繰
り
上
げ

一
支
給
を
希
望
す
る
と
取
り
消
し
は
で

…
き
ま
せ
ん
か
ら
と
の
申
請
を
す
る
と

…
き
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

園
、
。

一
な
お
、
本
来
の
老
齢
年
金
よ
り
多

一
い
額
を
希
望
す
る
人
に
は
、
繰
り
で

一
げ
支
給
を
申
請
す
る
方
法
が
あ
り
ま

一
す
。

-
こ
れ
は
、
，
六
十
五
歳
で
年
金
を
受

け
取
ら
ず
-
六
十
六
歳
か
ら
七
十
歳
ま

で
の
間
-に
受
け
始
め
る
も
の
で
、
最
低

一
二
%
か
ら
最
高
八
八
%
ま
で
増
額
さ

れ
ま
す
。

村
発
注
の
工
事
に

つ
い
て
来
る
十
月

十
六
日
、
入
札
し
た
結
果
次
の
通
り
落

札
、
そ
れ
ぞ
れ
工
事
に
着
手
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
工
事
期
間
中
皆
様
方
に
大
変
御
不

便
を
来
す
事
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が

宜
敷
く
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

①
一
回
辻
新
田
字
蜂
巣
地
内
農
道
改
良

，u

工
事
、

'延
長
二
四
七
米
、
四

O
O万

請
負
者
岩
谷
建
設

②
中
字
道
下
地
内
用
排
水
路
工
事

延
長
一
一

O
米
、
二
五
五
万
、
請
負

県
知
事
賞榊
枝
金
徳
(
よ
し
子
号
〉

須
釜
農
業
協
同
組
合
長
賞

川
(
総
合
優
等
)

榊
枝
金
徳
(
よ
し
子
号
)

石
川
地
方
畜
産
振
興
協
議
会
長
賞
並
び

に
石
川
地
方
農
業
共
済
組
合
長
賞

大
野
吉
孝
(
ふ
く
子
号
)

榊
枝
金
徳
(
よ
し
子
号
〉

瀬
谷
士
口
定
ハ
第
六
は
る
こ
号
)

川
辺
小
の
よ
い
子
た
ち

見
事
な
菊
づ
ふ
り

川
辺
小
〈
関
根
保
雄
校
長
〉
の
よ
ふ

子
た
ち
九
十
二
名
は
、
い
た
わ
り
、
育

て
る
、
そ
し
て
菊
の
花
の
よ
う
な
品
の

あ
る
立
派
な
人
間
に
育
つ
て
は
し
い
と

云
う
こ
と
か
ら
、
こ
と
し
か
ら
菊
考
つ
く

り
一
人
、
一
ハ
チ
運
動
を
は
じ
め
ま
し

た
。
子
供
た
ち
が
つ
く
っ
た
菊
が
学
校

中
か
っ
ぱ
い
に
見
事
に
咲
き
ほ
こ
り
菊

の
呑
を
漂
せ
て
居
り
ま
し
た
。

こ
の
菊
づ
く
り
は
川
辺
小
の
学
校
自

標
で
あ
る
「
よ
く
学
び
、
よ
一
く
遊
び

よ
く
働
く
」
に
基
づ
い
て
始
め
た
も
の

で
す
。昨
年
秋
か
ら
川
辺
菊
愛
好
会
の
須
藤

永
一
さ
ん
ら
の
指
導
で
、
た
い
肥
づ
く

り
か
ら
、
さ
し
芽
、
定
植
な
ど
高
さ
三

石
川
郡
畜
産
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

大
野
吉
孝
パ
ム
く
子
号
〉

石
井
周
太
郎
ハ
ふ
じ
ひ
め
号
U

榊
枝
金
徳
(
よ
し
子
号
)

榊
枝
金
徳
(
い
わ
よ
し
号
〉

太
田
竹
雄
(
第
二
お
お
が
き
号
〉

瀬
谷
吉
定
ハ
第
六
は
る
こ
号
〉

渡
辺
光
秋
(
ほ
た
か
五
号
〉

~草
野
利
一
房
ハ
は
な
子
三
号
)

見事に咲えた菊A 
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成
人
に
達
し
た
若
者
た
ち
の
晴
抗
の
門
出
を
祝
福
す
る
、
昭
和
五
十

五
年
玉
川
村
成
人
式
は
、
〆来
春
一
月
十
五
臼
〈
成
人
の
日
〉
に
玉
川
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
字
。

リ
ハ

V

村
内
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日一
白
か
ら
三
十
五
年

四
月
戸一
日
ま
で
に
生
れ
た
春
で
、
本
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
成
人

引
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
民
登
録
さ
れ
て
、い
る
が
、
調
査
も
れ
で
名
前
、
が
載
っ
て
い
な
い
者

γ

あ
%
い
は
本
村
出
身
で
玉
川
村
の
成
人
式
に
出
席
ぬ
た
い
者
バ
玉
川
村

:公
民
館
へ
、
十
一
一
月
二
十
日
ま
で
申

L
込
ん
で
下
き
い
。

l
 
i
 

--E
，
 

辺

野矢須?佐、小二草大
崎部藤藤針野竹

京顕庄弘和吉
薫 子司一子子夫

大
竹
美
代
子

熊
田
好
一

坂

本

輝

雄

須

藤

弘

野

崎

隆

吉

田

義

之

大
竹
志
登
美

生

オt:-

;渡真佐;豚
辺弓久:
間

栄正友
子広子

曲

山

文

彦

真

弓

泰

‘、・・・・冒a
・，
， 

宅告r
恒1

石

井

雅

夫

小

林

正

雄

須

藤

悦

寛

溝
井
由
美
子

溝

井

治

男

矢

吹

当

佐

藤

英

子

関吉谷高高小矢
根団地原原針吹

美喜
明義光由久真武
美則治紀子~弓美

中
大
木
多

，修

佐
久
間
統
訴

鈴
木
今
朝
美

鈴
木
富
代
子

岩

法

寺

大
竹
d

智
子

小
山
田
宏
子

倉
鎌
満
塁
子

村

越

初

栄

佐
久
間
義
春

村

趣

淳

子

竜

崎

、

小

林

幸

子

小
林
み
よ
子

根

本

静

子

塩小青南

沢富山須

康正苓
正夫子一

奥

野

徳

雄

首
藤
世
津
子

鈴

木

新

子

高

林

吉

亥

大

竹

幸

江

草

野

勝

美

高
林
キ
ミ
子

村

越

明

芳

賀

文

子

湯鈴小
沢木林

真吉光
t次徳春

円木大
谷戸野

伝
次
孝
幸
士
ロ
=
一

塩官滝
沢村口

恵政
子恵義

北

須

釜

大

野

正

弘

矢
吹
三
重
子

草

野

光

広

榊
枝
ひ
ろ
子

鈴
木
美
枝
子

瀬
谷
宜
こ

矢

吹

忠

津

塩
沢
み
ち
?
で

士
ロ

有

賀

幸

子

大
和
田
一
子

須
釜
泰
一

鈴

木

文

子

森

清

幸

一 一…
真一倉我石石;一
野口新岡萎森森小

り美
光田久い恵寧屋
栄 明子子江

自
辻
新
田

太

田

勝

則

塩
田
ハ
ナ
ヨ

関
根
留
美
子

宗

形

孝

将

橋

多

真

恵

大

野

友

子

草

野

秋

子

小

針

幸

子

塩

沢

誠

関
根
喜
恵
子

高
原
美
智
子

渡
辺
美
智
子

有

賀

貞

亥

大
和
田
浩
子

須

釜

保

子

関

根

博

森

恵

美

子

石
森
日
義
隆

我

妻

秋

則

草

野

次

子

石
森
タ
ツ
イ

去
る
日
月
四
日
、
第
2
回
玉
川
村
民

俗
芸
能
発
表
会
が
体
育
館
で
盛
大
に
関

か
れ
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
芸
能
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
し
て
、
今
年
度
の
復
活
4
団
体
な
ど

合
計
9
団
体
の
発
表
が
あ
り
、
多
数
の

鑑
賞
者
は
民
俗
芸
能
に
対
す
る
理
解
を

さ
ら
に
深
め
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

出
演
詩
体

岩
法
寺
熊
野
講
〈
岩
法
寺
〉

数
珠
繰
り
(
竜
崎
)

高
原
山
阿
弥
陀
如
来
御
和
讃
(
小
高
〉

川
辺
熊
野
講
と
餅
っ
き
歌
〈
川
辺
〉

舞子獅匹A 

西倉中天中
郷仏村照村
度踊神念
り楽仏、
北

名南中回中
耳古市 須 〉 辻 〉

〈埜釜新

夏季〉 巴
釜白
)鍬

踊
り

高
根
さ
ん
ら
二
十
一
一
名
表
彰

商
工
会
優
良
従
業
員
表
彰
式

島
双
羽
電
機
ω
W
V

佐
藤
二
勇
、
佐
久
間

勝
山
、須
藤
友
治
、
小
林
金
一
ハ
東
京
精

工
紛
〉
関
摂
七
五
一
一
一
(
小
林
建
設
〉
仁

井
田
ミ
サ
子
(
腸
釘
震
商
庖
)
鈴
木
和

幸
ハ
鰯
福
島
ぞ
ン
ヤ
)
石
森
サ
グ
ハ
紛

玉
川
畜
生
セ

ヌ
タ
l
〉
鈴
木
尚
ハ
岩
谷

建
設
〉
須
釜
成
子
〈
紛
本
田
商
庖
〉
瀬

谷
松
子
〈
熊
田
建
設
〉
真
弓
ナ
ツ
ハ
鈴

木
ゼ
メ
ン
ト
主
業
所
)
小
山
田
三
益
、

溝
井
郁
夫
、
石
井
正
登
ハ
駒
木
根
工
業

紛
福
島
工
場
〉
鈴
木
正
ニ
ハ
紛
小
林
工

務
庖
〉

商
エ
会
長
表
彰

大
和
田
信
子

須

田

美

子

高

根

孝

泰

J

添
田
安
夫
ハ
中
根
精
工
紛
〉

溝
井
利
一
橋
本
松
夫
、
有
我
冬
、
車
田
敏
行
ハ
福

村
内
事
業
所
の
優
良
従
業
員
表
彰
式

、
十
四
、月
二
十
三
官
就
業
改
善
』

タ
ド
に
℃
一作
わ
品
川
一W
の
一
一
十
}一政

方
が
晴
、
れ

6
表
彰
を
受
け
ま
し
だ
ρ

表
彰
式
ゆ
あ
法一
一
ペ
職
業
に
生
色
吋

と
題

L
尤
九一
元
福
島
第
一
小
学
校
五

崎
忠
蔵
先
生
の
記
念
講
演
が
あ
h

九
F

育
の
大
切
ざ
、
職
業
の
尊
'ぎ
を
講
山
慌

て
深
い
感
銘
を
与
え
ま
ん
た
。



4 

昭
和
五
す
三
年
度
の
一
般
会

計
、
国
保
特
別
会
計
、
広
域
簡

易
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
九

月
の
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た。

昭和54年 12月 1日

歳
入
の
総
額
は
十
一
億
二
千

九
百
万
円
で
、
昭
和
五
十
二
年

度
に
比
較
し
て
六
、
七
郊
の
伸

び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

園
、
県
K
依
存
す
る
財
源
は
-

六
七
、
九
銘
と
高
い
数
字
を
示

し
て
居
り
ま
す
。

歳
出
額
は
、
十
億
六
千
九
百
九

十
万
円
と
な
り
、
前
年
度
K
比
較

し
て
三
、
五
Mm
の
伸
、
び
を
示
し

て
居
り
ま
す
が
、
土
木
費
に
お

い
て
、
五
、
三
緒
、
民
生
費
、

衛
生
費
、
公
債
費
、
消
防
費
、

農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
僅
か
な
伸
び
を
見
せ
ま
し

た。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
、
歳
入
で

二
三
、

一四
労
、
歳
出
で
二
一
、

七
%
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

一
世
帯
当
り
の
保
険
税
は
八

万
四
千
七
百
六
十
六
円
で
前
年

度
よ
り
一
万
三
千
四
百
四
十
七

円
増
え
、
医
療
費
で
は
二
十
九

万
八
千
百
七
十
九
円
と
な
り
五

万
二
千
四
百
五
千
六
円
も
増
え

ま
じ
た
。
な
お
、
，
国
民
健
康
保

ド険
加
入
世
帯
は
一
一
三

O
一戸で

一
世
帯
四
、
一
人
と
な
り
古
す
。

No. 1 60 たまかわ広報

会計
歳入歳出差引残額 59，395，663円

前年度対比

般
歳出額1，069，966，514円

20 

15 

日

5

(
単
位
千
万
円
)

30 

25 

40 

35 

50 

45 

歳入額1，129，36 2，1 77円

[
悶

20 15 10 

諸支出金貼oyn710同

5 

商工費

農林
水産業費

衛生費

土木費

民生費

総務費

災害復旧費

消防費

教育費

公債費

議会費
(単位千万円)

総務費

14.35ぢ

農林水産業費

17.4% 

土木費

， 22.15ぢ
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一一
一
O

、四九一

3 0 4，9 1 5，0 6 0円

2 7 8，4 2 2，3 5 9円

歳入歳出差引残額

26，492，701円

昭和54年12月1目

ム一
A保

ニ
豆
、
八
七
回

二
回
、
七

O

一一九、
八
六

O

一
二
、

O
九
O

五
、
五
一
七

一
七
、
九
三
ニ

国民健康保険特別会計決算額の推移

一
=
一
、
五
六
九

一
五
、
日
一
一

八
、
九
三
八

一O
、
一
二
七
七

五
、
九
五

六
、
八
四
四

日目
出入

5 

31，000 
30，000 
29，000 
28.000 
27.000 
26，000 
25.000 
24β00 
23.000 
22.000 
21.000 
20，000 
19，000 
18，000 
17ρ00 
16ρ00 
15.0 0 0 
14.000 
13，000 
12，000 
11.000 
10，000 
9.000 
8，000 
7，000 
6.000 
5.0 00 

寧ω00
位 3β00

万 2，000
円 1.000
、ーノ

広域簡易水道事業会計

歳入歳出差引残額 4，043，089円
(当年度純利益金〉

受註工事収益

1 54，857円

議広域簡易水道事業会計は今年度は4，043，089円の黒字決算となり、

累績赤字は 14，737，44 8円iと減少となりました。

35，358，342円

39，401，431円歳入額

歳出額



川一

ω
…衆総……一震災盛一説似

玉
川
村
文
化
展
は
、
文
化
の
日
を
中

心
と
し
た
十
一
月
二
日
か
ら
五
日
の
四

日
間
玉
川
村
体
育
館
を
会
場
に
、
菊
花

盆
栽
、
児
童
作
品
、
老
人
作
品
、
婦
人

作
品
展
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
聞
か
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
た

多
彩
な
老
人
作
品
や
、
丹
精
こ
め
て
つ

く
ら
れ
た
見
事
な
菊
、
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
山
も
の
盆
栽
、
村
内
小
中
学
生
の
立

派
な
図
画
習
字
、
丹
念
に
仕
上
げ
ら
れ

た
婦
人
作
品
な
ど
数
多
く
展
示
さ
れ

会
場
を
訪
れ
た
参
観
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
文
化
展
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

6 昭和54年 12月1日No. 1 60  たまかわ広報

@ 

菊

花

展

村
長
賞
草
野
豊
、
白
旗
幹
雄
、
須
藤
利
次

議
長
賞
円
谷
信
男

教
育
長
賞

草
野
昭
士
口

公
民
館
長
賞

草
野
豊

金

賞草
野
豊
、
須
釜
シ
メ
子
、
佐
藤
計

味
原
清
光
、
大
和
田
重
正
、
小
林

知
子
、
円
谷
直
成
、
坂
本
イ
ッ
、

須
藤
利
次
、
円
谷
信
男

-
盆
栽
の
部

展

。
松
柏
の
部

金

賞

佐

藤

計

。
雑
木
の
部

金

賞

有

賀

重

夫

。
実
物
の
部

金

賞

大

竹

重

郎

。
草
物
(
オ
モ
ト
、
ラ
ソ
〉

金

賞

円

谷

直

成

φ
老
人
作
品
展

花

o
郡
山
社
会
福
祉
事
務
所
長
賞

曲
山
伝
治

o
日
赤
県
支
部
長
賞

塩
沢
ツ
メ

o
県
老
人
グ
連
合
会
長
賞

石
井
広
体

。
石
川
地
方
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

小
林
モ
ト

o
石
川
地
方
老
ク
連
合
会
長
賞

宗
形
シ
ン
、
榊
枝
義
一

。
村
長
賞
磯
目
藤
一
、
三
瓶
ト
ク
ヨ

矢
部
タ
ツ
、
曲
山
秋
雄

菊A 

佐
藤
ハ
ル
ヨ
、
真
弓
シ
ゲ
ヨ

真
弓
ハ
ン
、
車
田
マ
ツ

車
田
ヨ
シ
ノ
、
車
田
ト
ク

溝
井
ミ
ツ
、
車
田
勇
次

小
針
ナ
カ
、
小
針
ト
シ

小
針
千
吉
、
草
野
き
み
子

石
森
ヨ
シ
、
草
野
ウ
メ
子

大
竹
は
つ
、
草
野
た
か
お

佐
久
間
倉
蔵
、
倉
鎌
守
清

小
林
ヨ
シ
、
上
野
鶴
雄

矢
吹
リ
ヨ
、
中
野
チ
ョ
ウ

榊
枝
初
江
、
有
賀
ミ
チ

吉
村
ト
シ
、
草
野
ア
サ

鈴
木
キ
ヨ
ノ
、
塩
沢
フ
サ

草
野
藤
吉
、
佐
久
間
ス
イ

野
旦
房
ノ
イ
、
矢
吹
覚
治

有
賀
シ
チ
、
矢
吹
玉
次

矢
吹
ア
サ
ノ
、
榊
枝
定
一

@
児
童
生
徒
作
品
展

O
習
字
の
都

石
井
和
男
、
荻
田
辰
哉

三
吉
康
仁
、
矢
吹
恵
美
子

石
井
正
子
、
矢
吹
豊
美

〈
以
上
玉
一
小
)

矢
部
君
子
、
小
針
美
由
紀

栽

前
田
勝
、
曲
山
知
宏

坂
本
の
ぶ
子
、
白
旗
裕
美

ハ
以
上
川
辺
小
〉

真
野
目
正
幸
、
杉
山
恵
子

塩
沢
昌
功
、
熊
谷
浩
子

大
野
勇
、
小
山
田
弘

(
以
上
須
釜
小
〉

矢
部
和
子
、
吉
田
ト
ヨ
子

久
保
木
敦
子
、
佐
藤
克
子

須
藤
文
子
、
小
林
尚
子

真

弓

久

子

ハ

以

上

泉

中

)

阿
部
公
平
、
大
野
玉
恵

関
根
清
美
、
塩
沢
進
代

小
針
和
江
、
宗
形
英
子

相
楽
智
恵
子
〈
以
上
須
釜
中
)

O
図
面
の
部

小
林
元
彦
、
石
井
登

真
弓
典
子
〈
以
上
玉
一
小
〉

矢
部
弘
子
、
矢
部
文
江

白
旗
裕
美
(
以
上
川
辺
小
)

塩
沢
信
男
、
榊
枝
美
由
紀

(
以
上
須
釜
小
〉

吉
田
ト
ミ
子
、
曲
山
勇
夫

西
島
里
美
〈
以
上
泉
中
)

佐
藤
計
介
、
我
妻
直
子

有
賀
嘉
彦
(
以
上
須
釜
中
)

盆な事見A 

展

一
健
康
な
爪
は
、
薄
紅
色
で
す
ベ
す

一
ベ
と
し
、
つ
け
根
の
部
分
が
白
色
で

一
す
。

一
と
こ
ろ
が
心
臓
病
が
あ
っ
て
血
液

一
の
循
環
が
悪
か
っ
た
り
、
貧
血
だ
っ

一
た
り
呼
吸
困
難
を
お
こ
し
た
と
き
な

一
ど
の
爪
は
、
居
と
同
じ
く
チ
ア
ノ

l

…
ゼ
を
お
こ
し
て
紫
色
に
見
え
ま
す
。

…
こ
れ
は
爪
そ
の
も
の
の
変
色
で
は
な

一
く
、
爪
の
下
の
毛
細
血
管
が
透
け
て

一
見
え
る
わ
け
で
す
が
、
爪
そ
の
も
の

一
の
変
化
か
ら
も
病
気
を
判
断
す
る
こ

一
と
が
で
き
ま
す
。

一
爪
に
縦
の
線
が
入
る
の
は
、
年
を

一
と
れ
ば
皮
ふ
に
し
わ
が
よ
る
の
と
同

一
じ
こ
と
で
、
生
理
的
な
も
の
が
多
い

一
の
で
す
が
、
深
い
縦
の
線
が
で
き
た

一
り
、
も
ろ
く
割
れ
た
り
す
る
の
は

U

皮
ふ
病
か
リ
ュ
ー
マ
チ
が
考
え
ら
れ

一
ま
す
。

一

爪

が

ス

プ

l
γ
状
に
そ
り
返
る
の

-
は
貧
血
、
逆
に
爪
が
指
先
を
つ
つ
み

一
こ
む
よ
う
な
、
つ
ま
り
ス
プ

l
γ
を

一
ふ
せ
た
よ
う
な
形
に
な
る
の
は
、
大

一
人
な
ら
肺
の
病
気
、
子
ど
も
な
ら
心

一
臓
病
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
爪
に
へ

一
こ
み
が
た
く
さ
ん
で
き
る
の
は
皮
ふ

一
病
の
乾
癖
、
円
形
脱
毛
症
が
原
因
の

一
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

【一口医学】

爪が知らせる病気

t:1 
ロロ作人婦A 



たまかわ

今
年
も
早
い
も
の
で

師
走
の
月
と
な
り
ま
し

た。
年
末
年
始
に
は
な
に
か

と
気
せ
わ
し
く
落
ち
つ
か

な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
年
末
年
始
は
飲

酒
す
る
機
会
が
多
く
、
こ

れ
に
伴
っ
て
悪
質
危
険
な
無
謀
運
転
が

増
加
す
る
た
め
、
こ
の
時
期
を
と
ら
え

危
険
性
と
反
社
会
性
を
広
く
県
民
に
訴

え
、
す
ベ
-
て
の
県
民
が
安
全
な
運
転
と

正
し
い
歩
行
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り

交
通
事
故
の
防
止
を
は
か
る
た
め
、

「
飛
ば
し
た
い
飲
み
た
い
心
に
ブ
レ
ー

キ
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五
十
四
年
十

二
月
ρ

十
五
日
(
土
〉
か
お
五
十
五
年
一

月
十
四
日
ま
で
年
末
年
始
の
'
交
通
事
故

な
お
、
大
会
の
席
上
で
交
通
安
全
に

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
の
受
与
が
あ
り
ま
し
た
。

木
村
の
受
彰
者
を
紹
介
い
た
し
ま

す。。
交
通
安
全
活
動
協
力
者
ハ
県
交
対
協

会
長
表
彰
)

境
田
孝
意

。
交
通
安
全
功
労
者
ハ
県
交
対
協
会
長

表
彰
〉
鈴
木
利
夫

。
優
良
運
転
者
〈
県
交
対
協
会
長
表

彰
〉

本
田
栄
勝

広報No. 160 昭和54年 12月1日

防
止
問
庶
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。わ
が
玉
川
川
村
か
ら
は
、
い
た
ま
し
い

交
通
事
故
を
絶
対
出
さ
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
を
皆
ん
な
で
守
り
、
交
通
事
故

の
な
い
年
末
年
始
を
お
く
り
ま
し
ょ

う

G
l
i
o
-
-
o
 

①
交
通
七
惑
の
徹
悲
追
放

@
こ
ど
も
と
老
入
の
交
通
事
故
訪
止

③
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

@
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

。
踏
切
で
は
必
ず
一
日
一
山
静
止
し
て
安
全

を
確
認
し
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

。
ま
だ
問
、
が
あ
る
ノ
こ
ん
な
油
断
は
事

故
の
も
と
で
す
。
列
車
は
す
ぐ
に
は

止
ま
り
ま
せ
ん
。

。
踏
切
警
報
機
が
警
報
を
発
し
、
し
ゃ

第
十
八
回
福
島
県
交
通
安
全
県
民
大
会

本
国
栄

ι

勝
さ
ん
ら
受
賞

7 

第
十
八
回
福
島
県
交
通
安
全
県
民
大

会
が
、
去
る
十
月
二
十
九
日
白
河
市
民

会
館
で
関
係
者
五
吉
人
余
り
が
出
席
し

て
開
ら
か
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
も
交
通
安
全
協
会
分
会

老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
母
の
会
の
代

表
が
出
結
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
数
多
い
入
々
が
交
通

事
故
に
よ
今
一
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
現
実

を
見
つ
め
、
依
然
と
し
て
跡
を
絶
た
な

い
交
通
事
故
を
根
絶
す
る
た
め
、
二
百

万
県
民
の
総
意
に
よ
っ
て
、
交
通
安
全

を
基
本
テ

i
マ
に
よ
り
、
一
人
一
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通
事
故
防
止
の

実
践
活
動
に
つ
と
め
る
こ
と
を
確
認
し

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
開
ら
か
れ
て
居
る

も
の
で
す
。

断
機
が
鵠
吃
ょ
う
と
し
若
し
く
は
閉

じ
て
い
る
関
は
、
給
対
に
踏
切
内
に

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

。
踏
切
の
先
が
混
雑
じ
て
い
る
と
き
は

前
方
に
ア
キ
が
で
き
る
ま
で
踏
切
の

手
前
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。大

野
重
雄

。
列
車
が
通
過
し
て
も
す
ぐ
踏
切
に
進

入
し
な
い
で
、
と
な
り
の
線
路
の
列

車
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

。
踏
切
上
で
の
変
速
は
エ
ン
ス
ト
の
原

国
と
な
り
ま
す
0

0
せ
ま
い
踏
切
で
の
無
理
な
通
行
は

踏
み
は
ず
し
の
原
因
と
な
り
ま
す
0

0
踏
切
上
で
エ
ン
ス
ト
し
た
り
、
踏
み

は
ず
し
た
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
に
ま

ず
列
車
を
止
め
よ
う
。

。
踏
切
上
の
電
線
に
接
触
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
0

0
幼
児
、
老
人
の
事
故
を
な
く
し
ま
し

ト
」
町
よ
J

J

0

0
梶
木
等
の
伐
採
に
ご
協
力
下
さ
い
。

ドライパーのマナー

交
通
事
故
の
相
談
は

自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
へ

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
の
相
談
相

手
と
し
て
、
社
罰
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会
で
は
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
設
け
専
門
の
相
談
員
が
親

身
に
な
っ
て
、
交
通
事
故
に
よ
る
自
賠

ハ
強
制
〉
任
意
を
関
わ
ず
、
自
動
車
保

険
の
請
求
手
続
き
や
交
通
事
故
の
解
決

方
法
等
の
ご
相
談
に
志
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
間
相
談
セ
ン
タ
ー
委
嘱
の
弁

護
士
が
~
毎
週
木
曜
日
に
複
雑
な
法
律
上

の
ご
相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
一
切
無
料
で
す
か
ら
、
ご
遠

慮
な
く
ご
利
用
下
さ
い
。

マ
開
設
場
所

福
島
市
大
町
七

l
二
五

七
十
七
ピ
ル
五
階

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会

福
島
調
査
事
務
所
内

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

電
話

福
島

(
Oニ
四
五

J
二
一
ニ
ー

三
四
七
一
〉

福
島

(
O一
一
四
五

t
一二

J

一
二
九
五
〉

寵
通

マ
相
談
時
間

平
日
、
九
時
三
十
分

t
一
六
時
三

十
分

土
曜
日
、
九
時
三
十
分
J
十
ニ
時

マ
弁
議
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
十
三
時
J
十
六
時

担
し
、
木
曜
誌
が
休
日
に
あ
た
る

場
合
は
金
曜
日

防
犯
灯
寄
贈

東
北
電
力
石
淵
営
業
所
ハ
本
多
秀

雄
所
長
〉
よ
り
こ
の
ほ
ど
防
犯
灯
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

東
北
電
力
で
は
地
域
の
防
犯
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
云
う
こ
と
か
ら

毎
年
春
ヴ
秋
一
一
一
回
九
ニ
灯
づ
っ
寄
贈

し
て
屠
る
も
の
で
、
防
泥
協
会
、
地

区
民
か
ら
大
変
感
諾
さ
れ
て
居
り
ま

す。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
南

須
釜
月
夜
作
地
内
、
岩
法
寺
道
弱
地

内
に
設
置
す
る
よ
う
計
画
し
て
居
り

ま
す
。紙
上
を
お
か
h

ソ
い
た
し
ま
し
て
一
浮

く
御
礼
中
し
上
げ
ま
す
。
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製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
今
年
も
る
も
の
で
①
ニ
づ
以
上
の
製
造
工
場

恒
例
の
寸
工
業
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ

'

を
経
営
す
る
企
業
の
本
底
、

一本
社
②

ま
す
0

9
製
造
工
場
!
と
別
の
場
所
に
あ
る
企
業

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の
調
査
の
の
本
庖
、
本
社
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

た
め
、
年
末
年
始
の
お
位
じ
い
中
を
調
女
l

~
ハ四
日項
目
V
'

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
ご
協
力
下
な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
事
業
所

き
る
よ
る
お
願
か
い
た
し
、ま
す
♂
り

名
、
従
業
者
数
、
原
材
料
お
よ
び
燃
料

使
用
額
、
製
造
品
出
荷
額
、
有
形
固
定

資
産
投
資
総
額
な
ど
で
す
。

ふソ'
A
い
園
側
衣
造
業

と
め
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
製

造
業
-の
実
態
や
製
造
活
動
の
現
状
が
明

ら
か
に
な
る
ほ
か
、
調
査
の
ず

l
タ
は

製
造
業
の
み
な
さ
ん
が
各
種
製
品
の
生
第
二
十
九
回
福
島
県
統
計
大
会
は
十

産
、
販
売
。
ヲ
ラ
子
を
お
立
て
に
な
る
場
一
月
十
四
日
郡
山
市
の
市
民
会
館
で
関

合
の
参
考
に
な
る
の
を
は
じ
め
、
た
と
か
れ
ま
し
た
。

え
ば
、
都
市
開
発
や
下
水
道
計
画
の
資
大
会
に
は
県
内
の
各
市
町
村
の
統
計

料
と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
民
生
調
査
員
グ
関
係
者
千
五
百
'火
、
県
か
ら

活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。
松
平
知
事
が
出
席
、
各
種
統
計
の
功
労

み
た
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
者
に
表
彰
の
ほ
か
、
各
種
統
計
に
対
す

査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る
意
見
発
表
な
ど
が
あ
っ
て
盛
会
の
う

る
こ
'ちと
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
も
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下
さ
本
村
関
係
の
受
賞
者
を
御
紹
介
い
た

い

。

し

ま

す

。

【

甲

謂

査

】

マ

通

商

産

業

大

臣

表

彰

ハ

工

業

統

計

〉

従
業
員
三
十
人
以
上
の
事
業
所
の
東
京
精
エ
株
式
会
社

調

査

(

げ

項

目

〉

マ

福

島

県

統

計

協

会

長

表

彰

相
楽
伝
吉
(
統
計
功
労
者
)

門
乙
調
査
】

マ
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査

、後
業
員
二
十
九
人
以
下
の
事
業
所

統
計
部
長
表
彰
ハ
工
業
統
計
〉

の
調
査
(
日
項
目
〉
a

阿
部
由
記
夫
ハ
東
京
精
工
)

門
丙
調
査
】

へ

一

、

ず
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
〈
住
宅
統
計
〉

製
造
業
の
本
宮
、
本
社
を
e

調

査

す

矢

部

常

政

〈

調

査

指

導

員

)
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。
お
酒
や
品
物

に
か
か
る
税
金

酒
や
そ
‘の
他
の
品
物
に
か
か
る
間
接

税
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
深
い
か

か
わ
り
を
持
つ
身
近
な
税
金
で
す
。

こ
の
間
接
税
は
、
品
物
の
価
格
の
中

に
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
字
が
、
最
終

的
に
は
品
物
を
買
っ
た
消
費
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
酒

税
〉

清
酒
、
ピ

i
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど

酒
類
に
か
か
る
税
金
で
、
酒
類
が
製
造

場
か
ら
出
荷
さ
れ
る
と
き
に
そ
の
、数
量

に
税
率
を
か
け
て
計
算
し
ま
す
。
ま
た

価
格
の
高
い
高
'
級
酒
は
、
課
税
の
公
平

を
図
る
た
め
、
ぽ
荷
価
格
に
税
率
を
か

け
て
計
算
し
ま
す
。

〈
物
品
税
〉

宝
石
や
貴
金
属
、
ゴ
ル
フ
用
品
、
自

動
車
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
装
飾

品
や
娯
楽
用
品
な
ど
の
品
物
で
、
一
定

金
額
以
上
の
物
に
か
か
る
税
金
で
す
。

取
引
の
実
態
な
ど
に
よ
り
、
宝
石
な

ど
の
よ
う
に
小
売
り
段
階
で
納
め
る
方

法
と
ゴ
ル
フ
用
品
や
自
動
車
、
電
気
製

品
の
よ
う
に
製
造
場
か
ら
出
荷
さ
れ
る

と
き
に
納
め
る
方
法
と
が
あ
り
ま
す
。

。
貯
蓄
と
税
金

私
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入
や
病
気
な

ど
の
思
い
が
け
な
い
出
費
に
備
え
、
預

金
や
公
社
債
を
買
っ
て
貯
蓄
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
預
金
や
公
社
債
の
利
子
は

利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま

す
が
、
一
定
の
手
続
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
税
金
が
か
か
ら
な
い
制
度
が
あ
り

ま
オ
孔
そ
こ
で
、
非
課
税
と
な
る
貯
蓄

の
種
類
之
金
額
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

①
少
額
貯
蓄
の
利
子
預
貯
金
や
、
公

社
債
、
貸
付
信
託
な
ど
の
利
子
や
収
益

の
分
配
金
は
、
一
人
一
元
本
三
百
万
円
ま

で。③
少
額
公
債
γ

の
利
子
1

国
債
や
公
募
地

方
債
の
利
子
は
、
①
と
別
が
ぐ
ゼ
一
人

額
面
三
百
万
円
ま
で
。

③
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
与
か
ら
天
引
さ
れ
て

貯
蓄
す
る
い
わ
ゆ
る
「
財
形
貯
蓄
」
の

利
子
は
①
、

一②
と
別
わ
く
で
心部
人
元
本

五
百
万
円
ま
で
。

こ
の
ほ
か
、
郵
便
貯
金
の
利
子
に
は

原
則
と
し
て
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
宅
を
購
入
す
る
た
め
の
貯

蓄
で
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
と
き

は
、
最
高
三
万
円
を
所
得
税
か
ら
差
引

く
「
住
宅
貯
蓄
控
除
」
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

特言
別賀
酔は
:.J!__;丸 71、
iまき
I ~コ

ま
る

N

①
ロ
月
初
日
ま
で
に

日
年
賀
状
の
引
受
け
は
ロ
月
日
日
か

N

ら
開
始
し
ま
す
。
元
旦
に
届
く
に

M

は
遅
え
と
も
ロ
月
初
日
(
木
V

ま

{

T

に
お
出

L
7さ
い
。

小
②
方
面
別
に
~区
分
し
て

山
「
村
内
あ
て
」
「
県
内
あ
て
」
「
東

川
京
都
あ
て
」
「
そ
の
他
あ
て
」
に

仇

'分
け
て
紙
札
を
つ
け
、輪
ゴ
ム
等
で

山
東
ね
尤
お
出
し
下
さ
い
。

日
③
赤
で
「
年
賀
」
の
表
示
を

N

私
製
は
が
き
と
か
、
一
お
年
玉
っ
き

M

以
外
の
年
賀
状
は
、
普
通
の
郵
便

w

物
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
、
表
面

M

広
赤
で
「
年
賀
」
と
表
示
し
て
下

山

さ

い

。

M

④
郵
便
番
号
と
あ
て
名
は
、
は
っ
き

日
り
と
書
ヤ
て
下
さ
い

特
に
ア
パ
ー
ト
名
、
棟
番
号
、
室

番
号
や
「

O
O様
方
」
又
は
「

O

O
ピ
ル
」
な
ど
肩
書
ま
で
詳
し
く

書
き
ま
し
ょ
う
。
川
辺
郵
便
局

12月16日〈日〉は

家族そろって

年賀状を書きましよう
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県
知
事
賞
塩
田
重
美
さ
ん

大
越
一
こ
さ
ん

(
葉
た
ば
こ
の
部
〉

ハ

稿

の

部

〉

昭
和
五
十
四
年
度
の
繭
・
葉
た
ば
こ

品
評
会
が
村
主
催
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

こ
の
品
評
会
は
、
本
村
の
縮
・
葉
た

ば
こ
の
品
質
向
上
を
は
か
り
、
養
蚕

葉
た
ば
こ
の
振
興
と
農
家
所
得
の
増
大

を
期
す
る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

品
評
会
に
は
繭
二
百
十
三
点
、
葉
た

ば
こ
九
十
六
点
が
出
品
さ
れ
次
の
方
々

が
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

マ
葉
た
ば
こ
の
部

一
等
賞

鈴
木
茂
夫
ハ
北
須
釜
〉

真
野
目
清
人
(
山
新
田
〉

塩
田
重
美
(
四
辻
新
田
)

塩

田

徳

康

〈

H

リ

〉

塩

田

清

(

H

リ

〉

小
山
田
義
美
(
南
須
釜
)

塩

沢

久

義

(

H

リ
〉

矢
吹
春
雄
(
北
須
釜
〉

草
野
昭
夫
(
北
須
釜
〉

ニ
等
賞

一一一一等営(

吉宗大矢大矢真坂渡高矢榊大遠塩我矢鈴塩榊矢
村形竹部竹吹弓本辺原吹枝野野沢妻吹木沢枝吹

士ロ壮一極

(

H

〉

徳
一

(

H

リ
〉

義
徳
〈

H

H

)

要
二
(

H

リ
〉

正
七
(

H

リ
〉

勝
雄
(
山
小
屋
)

伝
(
南
須
釜
〉

誠
ハ

H

〉

好
利
(

H

リ

)

一
美
(
北
須
釜
〉

捨
治
〈

H

吋
〉

豊
勝
〈

H
H

〉

光
秋
(
四
辻
新
田
〉

一
弥
(
小
高
)

敬
吉
〈
蒜
生
〉

晋
作
ハ

H

H

〉

要
介
(
川
辺
〉

欣
一

(

H

〉

和
栄
〈
岩
法
寺
〉

菊
男
(
南
須
釜
〉

正
男
(

H

吋
〉

Z--------------------園田
---------------------m------m------EE--Em---------------------園田・・・・
-----------E・E・------p--=・・・・縄
4
・
-
-
回
目
時
司

「
山
石
法
寺
閉
山
碑
」

村
文
化
財
に
指
定

玉
川
村
教
育
委
員
会
で
は
、
岩
法
寺

字
蕨
間
に
あ
る
'「
岩
法
寺
関
山
碑
」
を

十
月
一
日
付
で
玉
川
村
指
定
有
形
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

こ
の
関
山
碑
は
総
高
二
・
三
五
が
で
、

文
保
二
年
(
西
暦
一
、
三
一
八
〉
に
巌

峯
寺
(
今
は
岩
峯
寺
)
中
興
関
山
の
僧
、

空
谷
禅
師
の
三
年
忌
に
観
念
に
よ
・っ
て

建
て
ら
れ
た
供
養
碑
で
、
造
立
年
号
が

明
僚
で
、
大
き
さ
、
つ
く
り
と
も
地
方

に
類
例
の
な
い
見
事
な
供
養
碑
で
す
。

な
お
巌
峯
寺
は
、
当
時
こ
の
地
方
を

支
配
し
て
い
た
大
概
盛
福
が
、
父
の
石

川
城
主
大
和
守
光
盛
の
助
力
を
得
て
中

興
開
基
し
た
寺
院
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

鎌
倉
の
北
候
家
と
石
川
家
は
血
縁
関
係

に
あ
っ
た
の
で
、
鎌
倉
よ
り
空
谷
禅
師

が
招
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
来
天
台
宗
で
あ
っ
た
岩
峯
寺
は

こ
れ
以
来
臨
済
宗
建
長
寺
派
と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
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の
部

塩
田
重
美
ハ
四
辻
新
田
〉

O
繭
の
部大
越

" 
¥ーノ

一
二
(
南
須
釜
〉

去
る
十
月
二
十
三
日
、
福
島
市
民
会

館
に
お
い
て
、
農
林
統
計
情
報
協
力
者

に
対
し
、
本
年
度
の
農
林
水
産
大
臣
感

謝
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

わ
が
村
で
は
、
矢
吹
正
七
さ
ん
、
大

越
吉
男
さ
ん
、
大
越
常
義
さ
ん
ら
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
農
畜
産
物
生
産
費

調
査
ハ
米
〉
農
家
と
し
て
、
十
年
以
上

も
継
続
し
て
こ
の
調
査
に
協
力
し
た
功

績
に
対
し
敬
意
と
、
謝
意
を
表
す
る
た

め
今
回
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

砂

感
謝
状
を
手
に
よ
る
こ
ぴ
の
三
人
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歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
始
ま
る

昭和54年 12月1日No. 160 

屋
の
小
学
四
年
生
な
ど
、
昨
年
は
自
標

額
を
大
幅
に
上
回
る
五
十
四
億
円
の
お

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
お
金
は
生
活
困
窮
世
帯

ハ
二
十
一
、
八
億
円
)
や
寝
た
き
り
老

人
(
十
億
円
〉
肢
体
不
自
由
児
(
七
、

二
億
円
〉
な
ど
に
配
分
さ
れ
、

H
H

善
意

の
灯
H

は
全
国
で
明
る
い
光
を
と
も
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
額
は
四
十
八
億
五
千
万

円
。
こ
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
民

生
委
員
、
児
童
委
員
を
は
じ
め
、
婦

人
・
青
少
年
を
中
心
に
推
進
さ
れ
る
地

域
単
位
の
た
す
け
あ
い
と
、

N
H
K
が

放
送
を
通
じ
て
呼
び
か
け
を
行
う
も
の

と
、
ニ
通
り
の
方
法
で
全
国
的
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

1

1
あ
な
た
の
灯
を
少
し
高
く
か
か
げ

て
く
だ
さ
い
。
恵
ま
れ
ぬ
人
た
ち
の
た

め
に
1
1
l

. .一.. . . . -.・・・ 4

たまかわ

昭
和
五
五
年
度
の
玉
川
村
立
幼
稚
園

園
児
を
次
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
入
国
資
格

一
付
い
ず
み
幼
稚
園
、
玉
川
村
内
に

居
住
し
、
昭
和
四
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五

O
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た

幼
児
。
(
五
才
児
〉

H
H

す
が
ま
幼
稚
閣
、
去
川
村
内
に

居
住
し
、
昭
和
田
光
年
四
月
二
日
か
ら

広報

昭
和
五
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た

幼
児
。
(
四
才
児
と
五
才
児
〉

二
、
募
集
定
員

付
い
ず
み
幼
稚
園

口
す
が
ま
幼
稚
園

一
一
一
、
募
集
期
間

昭
和
五
四
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
十

一
一
月
二
十
一
日
ま
で
。

図
、
入
国
願
書
提
出
先

一二

O
名

人

O
名

一
定
面
積
以
上
の
土

地
取
引
に
は
届
出
を

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
な
ど

の
契
約
を
す
る
と
き
は
、
国
土
利
用
計

画
法
に
よ
っ
て
売
る
人
も
買
う
人
も
必

ず
知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
の
は
次
の
場
合
で
す

都
市
計
画
区
域
の
う
ち

市
街
化
区
域
で
は
一
一
千
平
方
米
以
上

そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
で
は

五
千
平
方
米
以
上
h

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は

一
万
平
方
米
以
上

届
出
を
し
な
い
で
契
約
を
締
結
し
ま

す
と
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ハ
円
い
.
ず
み
幼
稚
園
を
希
望
さ
れ
る

幼
児
の
保
護
者
は
、
直
接
い
ず
み
幼
稚

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
す
が
ま
幼
稚
閣
を
希
望
さ
れ
る

幼
児
の
保
護
者
は
、
須
釜
支
所
へ
提
出

し
て
く
だ
，さ
い
。

(
い
ず
み
幼
稚
園
と
須
釜
支
所
に
入

国
願
書
用
紙
を
備
え
て
お
き
ま
す
か
ら

印
鑑
を
持
参
し
記
入
捺
印
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
)

五
、
そ
の
他

不
明
の
点
は
玉
川
村
教
育
委
員
会
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
玉
川
村
役
場
企
画
課
に

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
金
五
千
円
也

玉
川
村
商
工
会
青
年
部
殿

去
る
十
月
十
四
日
、
須
釜
小
学
校
校

庭
で
開
ら
か
れ
た
村
民
体
育
祭
当
日
即

売
屈
を
行
な
っ
た
際
の
売
上
利
益
金
の

一
部
を
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
資
金

と
し
て
御
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。(社

H
R
の
保
管
は

し
ん
重
に

m
M
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

1
1
2
日
勤
労
青
年
文
化
展

1
1
2
日
泉
婦
人
会
研
修

初
歳
の
教
室
紛

社
教
定
例
研
修

ダ
ン
ス
教
室

習
字
教
室

お
歳
の
教
室
紛

芸
術
祭
実
行
委
員
会

社
会
教
育
関
係
調
査

日
本
画
教
室

ダ
ン
ス
教
室

柔
剣
道
大
会

加
歳
の
教
室
例

ダ
γ
ス
教
室
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臼
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榊
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生
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高中
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田

21 
日

広
報
原
稿
作
成

社
教
定
例
研
諺

習
字
教
室

婦
人
学
級

別
歳
の
教
室
紛

日
本
画
教
室
U

月
末
統
計

28 25 24 22 
日日日日，お

で

た

め
(
十
月
分
の
出
生
届
室
聞
か
ら
〉

お

や

み

く
〈
十
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

区

死
亡
者
氏
名

年
令
世
帯
主
名

由
山
キ
ク
子

車

田

喜

作

鈴

木

利

夫

鈴
木
ア
キ
子

石

森

正

伊

真
野
目
浅
人

29 66 47 49 80 52 
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朝
美

今
朝
美

正

人

正

昭




